
 

 

 

 

 

― 次 第 ― 

 

１ 開    会    

 

 

２ あ い さ つ 

 

 

３ 議    事    

（１） 審査事項 

① 市民まちづくり提案事業協働事業部門（行政提案型事業）交付申請団体の審

査について【資料１，２】 

（２） 協議事項 

① 「参画と協働のまちづくりフォーラム（仮）」について 

② その他 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉 会 

 

 

第２回 鳥取市市民自治推進委員会 

 

日時 平成２９年６月２７日（火）10:00～正午 

場所 市役所本庁舎 ４階第４会議室 



第２回鳥取市市民自治推進委員会 

 

配付資料一覧 

【H29.6.27（火）】 

資料番号 資料のタイトル 

 
次第、平成２９年度活動計画 

 
平成２９年度 鳥取市市民まちづくり提案事業【協働事業部門（行政提案

型事業）】公開面接審査会 次第 

資料１ 
平成２９年度 鳥取市市民まちづくり提案事業【協働事業部門（行政提案

型事業）】審査会資料 

資料２ 
平成２９年度 鳥取市市民まちづくり提案事業【協働事業部門（行政提案

型事業）】審査会資料 別冊（参考資料） 

資料３ 「参画と協働のまちづくりフォーラム（仮）」のアンケートの結果 

資料４  

 



「参画と協働のまちづくりフォーラム（仮）」のアンケートの結果について 

 

（質問１） 

フォーラムのテーマ（任期中特に調査・審議すべきと思われること）についてお聞かせください 

①「あなたにとって公民館は必要ですか？公民館に求めるものは何ですか？」 

 ②「まちづくり協議会ってなあに！」 

市が協働のまちづくりを推進する起爆剤として、公民館単位で設置を推奨してきた「まちづくり

協議会」が設置から 10年を迎えます。意図したように機能したのか評価し、改善すべき点等、建設

的に人的・財政的支援等の在り方等も含めて調査・審議すべきと考えます。 

 ③活気ある「まちづくり」とは何かを上流から下流に向かって考えること。 

❶人の意識を変える方策「高齢者」 ❷まちづくりの仕組みづくり❸資金のしくみ❹その結果と永 

続性等について「うまく機能している」まちを探し、調査する。 

④若者（特に学生）はどこ（の窓口）からどう協働に関わればいいのか、何が出来るのか、何が求め

られているのか。 

 ⑤鳥取市で（市外でも）協働が進んでいる場所で、活動にどのように新規の人々を確保してきたか。 

 ⑥地域における地域包括ケアシステム構築のためのまちづくりについて 

⑦町内会活動と町内会未加入者のかかわり 

 ⑧災害時の共助に強いまちづくり 

 ⑨人口減少に歯止めをかける試みに関するもの 

 

（質問２） 

フォーラムの具体的内容を選択してください（複数回答可） 

・講演 ４件 

 “「うまく機能している」まちとは？「働く高齢者の生き方、意識の変え方」” 

・活動団体事例発表 ２件 

“地域コミュニティにおける「まちづくり協議会」の位置づけと運営上の課題” 

・パネルディスカッション ２件 

“「まちづくり協議会」に期待すること）” 

  

（質問３） 

テーマで特に対象としたいターゲット層についてお聞かせください 

・１８歳以上（テーマ①） 

・地域コミュニティの活性化に現在（将来）関わる人々。（テーマ②） 

「まちづくり協議会」の本来の目的や、組織の在り方等を確認する機会になれば良いと考えます。

地域が抱える課題（高齢化、希薄化等）を起点とした活動例 

 ・高齢者（１ステージを終えた高齢者の２ステージとは）（テーマ③） 

資料３ 



 ・学生（テーマ④⑤） 

 ・“協働”に関心がありつつ行動に移せていない人、どう行動に移すべきか迷っている人（テーマ④⑤） 

 ・学生、２０代勤労者等若い人をターゲットに。元気なフォーラムになるのではないか。 

 ・高齢者及び中年層（テーマ⑥⑦⑧） 

・２０代から４０代にかけて（テーマ⑨） 

 

（質問４） 

その他フォーラムに限らず、調査や意見聴取の方法等についてご意見やアイデアがありましたらお聞か

せください 

 ・郵送による無作為抽出の市民アンケート１，０００人  

・人口減少と一層の少子・高齢化による将来的な財政規模の縮減は、本市の喫緊の課題だと考えます。

現在の生活（行政サービス）の質を維持しつつ、住み慣れた地域で暮らし続けることができる「地

域コミュニティづくり」について、協働のまちづくりの視点で調査し、働きかけるような、建設的

な取り組みを望みます。 

 ・「現場主義」で現地に出かけて見聞きする積極的な委員会であってほしい。 

 ・上記のテーマに限らず、調査や意見聴取する際は実際に若者（特に学生）の意見を聞く場を出来る

だけ多くしていただければと思います。 

 ・まちづくり提案事業助成金の候補者にもっと若い人たちの申し込みがあればよいと思います。助成

した団体の活動等について広く市民に知ってもらうことも良いのではないかと思います。 

 ・町内会未加入者数について 

 

 

※基本的にはご回答いただいた順に、原文のまま記載させていただいております 


